
うまれたてのリポジトリ、ちいさな一歩 

東北学院大学 リポジトリ構築・運用事例報告 

平成27年2月20日（金） 
機関リポジトリ新任担当者研修（東日本会場） 

東北学院大学図書部図書情報課（中央図書館） 佐 藤  恵 
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１｜東北学院大学 概要 

構成 学生数 専任教員数 

【学 部】 文学部  英文学科・総合人文学科・歴史学科 
      経済学部 経済学科・共生社会経済学科     
      経営学部 経営学科 
      法学部  法律学科 
      教養学部 人間科学科・言語文化学科・情報 
           科学科・地域構想学科 
      工学部  機械知能工学科・電気情報工学科・    
           電子工学科・環境建設工学科 
【大学院】 文学研究科・経済学研究科・経営学研究科・ 
      法学研究科・工学研究科・人間情報学研究科 

11,757 
※うち大学院生：104 

前期99/後期5 
298 

・文系5学部11学科、理工系1学部4学科の総合大学 
・在籍者数（2014年5月1日現在） 

1 



2｜東北学院大学 学術情報リポジトリ 概要 

2 

・2014年4月稼働開始 

・登録アイテム数：245件 （学内論集・紀要：171 / 学外刊行物：72 / その他：2） 

・担当職員：2名（図書受入、雑誌、学修支援系業務と兼務） 

2015/02/20 



3｜リポジトリ前史（リポジトリ導入以前の研究成果公開状況） 

3 

 

文系学部の論集を 
発行機関（学術研究会）のホームページで公開 

※著者から公開許諾が得られたもののみ 
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4｜リポジトリ前史（図書館中長期目標） 
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        2006年3月 図書館中長期計画検討開始 
 2009年7月 到達目標及び課題のなかに 
      「リポジトリを開始するための計画の策定」 
             
             
  
 2010年2月 自己点検・評価報告書（認証評価）における目標 
      「ハイブリッド・ライブラリー」をめざして） 

 
         
 
 

  

  ・電子コンテンツ（電子ジャーナル・データベース・電子書籍）の整備 

  ・図書館システムの整備 

  ・ICT利用環境の強化 
  ・地域開放 
 

 

優先すべき重点項目が多く 
リポジトリが消えた･･･ 

 

重点項目 

2015/02/20 



5｜Road to Repository（プロローグ） 

■遡ること 2009年11月  
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Web上の電子書庫？ 
 

 
 

第11回図書館総合展 デジタルリポジトリ連合（DRF）フォーラム 
 

 第5回DRFワークショップ「2009年、いま改めてリポジトリ」 
 

 「これから始める機関のための隣のリポジトリ事情」に参加 
http://drf.lib.hokudai.ac.jp/drf/index.php?DRF5 

 

 

研究成果を発信？ 
 

 

リポジトリって確か 

図書館の中期到達目標に
入ってたよね･･･？ 
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国立大学では進んでるよね・・ 
 

  資料読むとリポジトリって
WIN-WINなはずなのに 
なぜ進まないの？ 

興味はあるけど 
おもしろそうだけど 

 
・・・障壁も多そうな 

（もやもや） 

？ 



5｜Road to Repository （プロローグ） 
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■リポジトリって･･･ 
 
 

「たのしそう！」 

 

2015/02/20 

 

お金やマンパワーの問題はどこの大学でも 
抱えているのだし、できない理由は 

きっとポジティブに変えることができるはず 

 

東北学院「ならでは」な面白い研究を
もっともっと社会に発信したい！ 

 



5｜Road to Repository （プロローグ） 
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■もちかえる！ 
 

 

  

誰が担当するの？ 
人置く余裕ないよ 

 

 

図書館だけでできる 
ことじゃないよね･･･ 

 

 

お金はどこから？ 
 

 
 

重要性は認識しているものの 
図書館発で動くことに対する不安が渦巻く 

 

 

研究成果発信が重要なのは
分かるけど、費用対効果が
イメージできないよね 

 

 

サーバー管理できる人、いる？ 
 

 

なんかよくわからないけど

いろいろ不安＞＜。 
 

2015/02/20 

 

ICTスキルが･･･ 
 

 

全文Web公開でもし 
何かあったら･･？ 

 



6｜Road to Repository（覚醒） 
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2009年-2011年前半 休眠期 
 
 
 

2011年9月 図書館長からの突然の指示により 
       他大学状況調査開始 

 

 

 

 

 

 

図書館長交代 
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6｜Road to Repository（覚醒） 
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2011年10月 図書館改革提案（図書館長⇒学長） 
「東北学院大学図書館の中長期的課題について（4つの課題）」 

1.学内学術情報の収集・電子化と学外への発信 
 （機関リポジトリの構築） 

2.学修支援機能の整備と強化（ラーニングコモンズの構築） 

3.利用しやすい図書館環境の整備（図書館のリニューアル） 

4.震災資料の収集・整理 

 

復活！ 
 

 

2012年3月 全学教授会で報告 

教員にリポジトリを認識してもらう 
 

さらに 

2015/02/20 



6｜Road to Repository（覚醒） 
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■思わぬところから追い風が 
 全学教授会での報告を聞いた情報システム部長から 
 

 

以前からリポジトリの構築を考えていて 
どこに声を掛ければよいか分からなかったが 

図書館かな、と思った 

学長室長・情報システム部長・図書館長会談へ 
図書館単体ではなく、全学的取組として動き始める 

 

チャンス！ 
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7｜Road to Repository（計画フェーズ） 
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2012年３月：企画書提出 

 

 
 
 
 

2012年4-7月：他大学状況調査・分析 
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7｜Road to Repository（計画フェーズ） 
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■さらなる追い風① 
2012年4月 共用リポジトリ「JAIRO Cloud」サービス開始 
 

 
 

 

 

サーバー管理できる人、
いる？ 

 

 

お金はどこから？ 
 

 

研究成果発信が重要なのは分かるけど、
費用対効果がイメージできない･･ 

 

Clear! 

ソフトウェア・ハードウェア 

サーバーはNIIが当面無償で提供 

（当時 ※現在は有償化に向け検討中） 

ソフトウェア・ハードウェア 

OS管理・ネットワーク管理は 

NIIでサポート 

少なくともリポジトリ導入コストの大部分を

占めるシステム構築・維持管理費用の問題を

クリアできるので、費用対効果は大きくなる

（はず） 

2015/02/20 

 

ICTスキルが･･･ 
 

マニュアルに従いモジュールを 

追加するだけ、画面デザインも簡単 

コンテンツ登録も容易 



7｜Road to Repository（計画フェーズ） 
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■さらなる追い風② 
2012年5月 DRF（デジタルリポジトリ連合）加入 
 

 
 

 

Clear! 

 

なんかよくわからないけど
いろいろ不安･･ 

 

 
 
 

新しいことに踏み出せない 
大きな理由は「分からないことすら分からない」不安？ 
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豊富なノウハウを持ったコミュニティに頼ってみることで、 
前に進む勇気をもらえる！ 

 
 



7｜Road to Repository（計画フェーズ） 

 
 

 

 

 

14 

■さらなる追い風③ 
2012年7月：「学術情報の国際発信・流通力強化に向けた基盤整備の充実に 
ついて」（文部科学省 科学技術・学術審議会 学術分科会 研究環境基盤部会 学術情報基盤作業部会） 

 

 
 

 

 

     ・研究成果のオープンアクセス化に関して積極的に取り組むべき 

  ・各大学等が整備を進めている機関リポジトリの活用 

  ・機関リポジトリの整備による研究成果の社会への還元が大学等の責務を果たすこと 
   につながる 

  ・大学等全体として取り組むべき情報発信機能であることを明確化すべき 

  ・大学等の機関別認証評価等において、機関リポジトリによる情報発信への取組を 
   評価の対象とし、その取組状況を把握・周知することが重要 

  ・大学等による研究者の個人評価において、業績として情報発信の取組を評価の観点 
   に加えることが重要 
 リポジトリでの研究成果発信を、機関別認証評価や大学における研究者の 

個人評価の対象とすべきことにも言及（オープンアクセス推進と異なる切り口なのは初めて？） 
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7｜Road to Repository（計画フェーズ） 
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■さらなる追い風④ 
2013年4月：「学位規則の一部を改正する省令」 (平成25年度文部科学省令第5号)施行 
 ⇒博士論文のインターネット公表義務化 

  1）博士論文の印刷公表に代えて、インターネットを利用して公表する 
 
  2）博士論文要旨等についても、インターネットを利用した公表とする 

 
 
 

 

 

      

 #1）・2）の改正はともに「大学院における教育研究成果の電子化及びオープン 

  アクセス推進」の観点から 

 #「インターネットの利用による公表」の枠組みとして、学位を授与した大学の 

  機関リポジトリ・共用リポジトリ（JAIRO Cloud）・各大学ホームページの 

  利用を想定 

2015/02/20 



8｜Road to Repository（構築フェーズ） 
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2013年 2014年 

7月 8月 9月 10月 11月 12月 1月 2月 3月 4月 5-9月 

事業計画案策定 

本 

運 

用 

開 

始 

規程整備 

運営委員会 

システム選定 

JAIRO Cloud利用申請 

予算見積・申請 

各種周辺機器選定 

リポジトリ広報 

新任教員説明会 

各学部・研究科対象 
説明会 

テスト運用 

補正予算申請 当初予算申請 

 
規程：2本立て（運営委員会規程・運用規程） 
 

（学部長会⇒学部教授会⇒全学教授会⇒理事会） 
 

環境引き渡し 

 

大学上層部のGOサインにより、一気に進行！ 
 

2015/02/20 



8｜Road to Repository（構築フェーズ） 
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2014年2月 テスト公開！ 
 
 

 

 

 

【テスト公開用コンテンツ収集】 
 ⇒既に大学HPで公開されている論集のコンテンツを 
  対象に、学術研究会経由でリポジトリでの公開を 
  打診 
 ⇒タイトル、著者名入りの公開許諾書を作成、配布 
 ⇒公開に同意する教員のみ図書館へ許諾書を戻す方式 
 

 テスト公開⇒121件（公開依頼257件） 
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8｜Road to Repository（構築フェーズ） 
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■わからないことだらけ、誰にも聞けない・・ 
 

 孤独な作業のなか、すがる思いで 
 JAIRO Cloudコミュニティに 
 質問すると･･ 

 
答えてくれるひとが！ 

 

 

JAIRO Cloudでつながる、仲間の存在 
 

2015/02/20 



8｜Road to Repository（構築フェーズ） 
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■コンテンツ収集体制 

 
 

 
図書館（原則電子データで受領） 

 

リポジトリ 
登録 

 

登録申請書 
 

※担当部署にて 
取りまとめ 

 

 

登録申請書 
 

 

登録申請書 
 

 

登録申請書 
 

※担当部署にて 
発行都度取り 
まとめ 

 

登録申請書 
 

 
 

教員 

 
 

学長室事務課 

 
 

学術研究会 
工学会 

 
 

学内各機関 

 
 

教務課 
（大学院） 

 本公開以後は諸事情により実現 
 せず、発行都度図書館から直接 
 個別の著者へ公開を打診する 
 ことに 

2015/02/20 

・論文 
・研究資料 
・教材 

 

博士論文 
 

・科研費報告書 
・各種補助金 
 報告書等 

 

学内論集 
 

 
 

各研究所 
大学院研究科 

 

その他 
学内刊行物 

 

 

登録申請書 
 

 

学内紀要 
 



8｜Road to Repository（構築フェーズ） 

20 

■人がつなぐリポジトリ 

 

 
 

 

 

 

 
 

学内論集のコンテンツ自動収集フロー ⇒ × 
 

 
しかし・・・ 
  発行担当部署・オープンアクセスに理解のある一部の教員との 
  新たなつながりができる 
 

 

学内論集の自動収集フローを、研究所紀要で実現 

 ⇒担当部署（学内論集主管部署でもある）の協力を得て、各研究所の 

  所長にリポジトリ自動収集案を打診⇒実現へ（一部研究所除く） 
 

 

2015/02/20 



9｜Road to Repository（公開フェーズ） 
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■先生、それ公開しましょう！ 
 
 

2015/02/20 



9｜Road to Repository（公開フェーズ） 
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■本公開後の広報【アウェイ突撃編】 
 教務課へお願いして･･･ 
    

わからない ⇒ 体当たり（怖がらない） ⇒ 結果はついてくる！ 

 

 ・新任教員研修会でリポジトリ広報（2014.4） 

  「2015年4月の研修会では話さないの？」と逆に先方から打診をもらうように 

 ・各学部教授会を行脚してリポジトリ広報（2014.4-9） 

  先生方には快く受け入れられたが、後日「事務職員が教授会で話すのは前代 
       未聞」と聞かされる（！） 

 ・学内のFDニュースにリポジトリ広告掲載（これから） 
 

 

2015/02/20 



9｜Road to Repository（公開フェーズ） 
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■本公開後の広報【学内ですかさず営業編】 
 
 
 
 
 
 

 

 
  
 ・教員と協働する業務（入試、会議等）の空き時間に登録勧誘 
 

 ・先生方の研究内容についていろいろ聞いてみる（懐に飛び込む） 
    ⇒距離が縮まり、リポジトリやオープンアクセスについての本音も 
       聞き出せる？ 
 

       例）・既にオープンアクセスになっているものをわざわざ 
            リポジトリで公開する意義がわからない 
 

           ・研究分野の特性（成果発表の形が必ずしも論文とは 
           限らない）もあるし、研究成果の発信はリポジトリ 
           よりも他の方法（展示発表など）に重きを置きたい･･･ 
 

          ・リポジトリって学内論集紀要に載った論文しか登録 
           できないんでしょう？（←誤解） 
 
 

 

 「登録に消極的な理由」 
 

 担当者が想定しているものと 

 先生方の考えは必ずしも一致 

 しない！ 

2015/02/20 



9｜Road to Repository（公開フェーズ） 

■やってみて感じたこと 

 

 

 

24 
2015/02/20 

 
   「大学としての取組」である以上、図書館員のボトムアップで始めるのは難しい 
      ⇒ならば！エビデンスをもって上を動かす工夫を！ 
 

トップダウンの威力は大きい！ 

 
  

         「シェア」することに抵抗のない世代⇒研究成果をオープンに 
       例：研究業績データベースがない⇒個人サイトを立ち上げ業績や論文を積極的に公開 
 
 
 

若い先生方は研究成果発表の場を求めている！ 

「先生、そこでリポジトリですよ」 

  リポジトリ、オープンアクセスの意義については、反対意見をもらったことはない 
  なぜならド正論であるから 
 

  が、しかし。Web公開は怖い、登録が面倒 ← このハードルをいかに下げるか！ 

必要性は、必ず理解される 



10｜「ならでは」のリポジトリ 

 単なる入れ物ではない、自学「ならでは」のリポジトリを 
自学の強み（ならでは）を分析しよう！ 
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ならでは事例1：地域に育まれた大学として  –地域に期待されている大学- 
 

・東北最大規模の私立総合大学 
・入学者のうち97％が東北出身者（平成25年度入試結果より） 

ならでは事例2：被災地の大学として 
 

・特筆すべき震災関連研究活動の発信 
・総合大学ならではの文理双方からの視点による、地方公共団体へ提言 
・研究者・学生の地域貢献活動の発信 

 
 研究成果の地域への発信・還元 
  ⇒地域と共に歩み育てられた大学として課せられた責務 
  ⇒他大学にはない自学のアイデンティティの確立 

本学で生産された「知」の還元による地域の復興サポート 
 

キーワードは「地域共生教育」！ 
 

！ 
2015/02/20 



10｜「ならでは」のリポジトリ 
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学内に点在 

大学 

【特色のある研究成果】 
震災関連各種シンポジウム資料 
地元自治体への提言 
文化財レスキュー 
被災地域民俗の聞き書きetc… 

「ならでは」にリポジトリが貢献できることって？ 

 

リポジトリ 
 

あつめて 

つなげる 

地域社会 
まちづくり ひとづくり 

Point！ 

Point！ 

地域と学生・教職員を繋ぐ 

「知」のハブ的役割 

大学の研究成果発信活動における 

様々な場面で、リポジトリもセットに 

2015/02/20 

答えは大学の数だけあるはず！ 



10｜「ならでは」のリポジトリ 
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■最近うれしかったこと 
 
    
   

 

 

 

 

2015/02/20 

 リポジトリが大学の研究促進・開拓に 

貢献していることを実感！ 

 

「本来の研究分野とは少し違う視点でチャレンジした論文を 

 リポジトリに登録したら、それを見た企業の方から 

 あたらしい研究のお声掛けをいただいた」 

 

研究成果の可視化UP 
 

検索エンジン上で 
研究成果がヒット 

 研究成果発表の場 
 

新たな研究分野との 
繋がりの獲得 

リポジトリ登録の 

メリットの実現 



  

ちいさな一歩、 
一緒に頑張りましょう！ 

28 
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